特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　12年６月2８日414号
オオムラサキ観察会　16人の参加　奈良県や大阪府からも、中川宗孝さんも参加、観察に興味を持つ同志社と立命の学生2名も参加。
数日続いた激しい雨が止んで2日目、少しの晴れ間なので、昆虫たちも動き出すと見込んで決行。朝日や京都新聞が事前告知してくれた成果があって16人もの方々が集合。早く集まって戴いた皆さんにラクウショウのお話,この町をつくるにあたった明治の人々、特にお茶の振興に働いた人々の思いを説明、続いて普賢寺児童館の入口の花壇に見られる膝根の説明。そして早速第1番の観察地に移動、森島さんが下草を刈りとってくれたので大変観察しやすくなり大助かりです。クヌギの大木がにょっきりと生えて根元部分から樹液がしみ出ています。先日の雨で樹液が良く出ていました。大きな蜂やジャノメチョウ等が飛び立ちました。しかし目当てのオオムラサキは見当たりません。このあたりで山城地域を代表する中川宗孝さんがお手伝いの女性の助けを得て、ヒバカリやトノサマガエル、ムカデ等を捕まえて詳しく解説して戴きました。鳥や亀を調べているが近頃両棲類特に蛇を研究しているのですとおっしゃっていました。次に里山農園に移動して40年間放棄された元田圃を復旧しているところを見ていただき、収穫期に入ったジャガイモやエンド豆、キュウリ畑を見学案内しました。次に本日の目当ての第3番地オオムラサキが最も出現してくれる大池付近に移動。自走式草刈り機で通路を確保しておいたので安心して進むことができました。一通りコースを巡回して景色のいい見晴らしの良さに見とれていると高い木の上にオオムラサキが自分の領域に侵入しようとしているものに威嚇しているのを誰かが見つけました。空が明るいので黒い斑点にしか見えませんでしたが、鳥のようではなくひらひらする蝶でもありません、しかし激しい動きから見てオオムラサキだと判断しました。全体に黒っぽく見えましたが下部の面はかなり白く見えました。皆さん感激して観察しました。帰路の大池では、これまで見たことがない大きなヒツジグサの開花を発見、それを眺めながら、今日の観察を終わりました。　　（25日の京都新聞の朝刊が発見の様子を紹介）
里山農園　無人販売箱設置　開店　月水金の午前10時に販売物を並べることにしています。
胡瓜や三度豆、トマトがどんどんなりだして毎日収穫しなければならなくなってきます。収穫した成果物をどのように処分するのかが大きな課題となって、農業部会の皆さん頭を悩ましておられました。部会責任者の青代さんは岐阜県での仕事も兼ねながら大変悩んでおられました。やっと結論にこぎつけ二日ごとに収獲チームを編成して収獲するメンバー表が出来あがりました。次に収穫物の処分については無人販売所をつくることになり、倉庫にある古い本箱を利用、庇（ひさし）を取付け事務所前に設置しました。石野さんや片木さん徳田さん森島・大村さんがいろいろ工夫をして頂きました。開店初日は好調で、午前中で8人の方々が購入いただきました。営業日は月水金の週3日午前中の開店を予定。成果物は、やましろ里山の会事務所前に陳列　品物で売り切れ御免方式です。無農薬で苦労しています。
河川レンジャー養成講座二日目（実技研修）　23日開橋で　
相次ぐ台風の上陸によって大量の降雨が予想され高山ダムの放流が続きました。強い雨が降り続き木津川の水かさが上がり流れも早く、これではとても木津川に入っての調査や救助体験は無理と判断、陸上からの川観察になりました。日頃増水している川面を眺めることはほとんどなくただ漫然と見るだけでしたが、講師の解説を聞きながら流れを改めて観察すると、川の危険性が手に取るように分かりました。特に流れている水圧は流速の二乗倍になるとの話はなるほどという事でした。スローロープを使っての救助体験ではみなさん真剣な表情で、懸命な救助体験講習会が進んでいました。
里山農園　4号台風と低気圧の通過で　通路も畑も水浸し　ササユリ更に3本の新株を確認
前号でお知らせしました笹ゆりの開花はひと花でしたが、芽を出しているのが次つぎと発見されて合計4本が見つかりました。自然の復元力は凄いものがあるのですね。40年もの間笹竹がびっしりと覆いほとんど日の光が地面に届くことは無かったのに、取り除かれたとたんに元気に芽を出してきたのです。来年はきっともっと多くの開花が見られるのではないでしょうか。ところがここ続いた雨のせいでしょうか、笹竹の若芽もそれはそれは元気に芽を出して早くも元通りの状況に逆戻りがすぐに起きかねない状況となっています。まさに雑草との戦いが始まっているのです。どなたでも手が空いたら少しの時間でもいいので、お手伝いに来て下さい。とてもとてもこのままでしたらおっつかないのではないかと大変心配しています。
地域環境保全功労者としての環境大臣表彰式に出発　（25日記者発表があり、26日朝刊の朝日新聞などで受賞決定の記事が掲載された）
長年の成果が高く評価されて、環境大臣からの表彰となりました。これは京都府が里山の会の活動と実績を認知して国に推薦してくれたからです。これまで地道に地道にコツコツ積み重ねてきた実績、そしてその結果を出来るだけ多くの方々にお知らせしようと努力してきた継続が評価を戴いたのではないでしょうか。これまで暑さも寒さも乗り越えて現地調査の苦労が報われました。これまで関わってこられた多くの方々の力が実りました。これをきっかけに更に努力を積み重ねてゆきましょう。さらに皆さまのご協力をお願いします。
草花たち1500枚が印刷　大いに活用を　
長年木津川の植物を調査してきました。残したい草花を発行して5年目が経過しました。この際に希少植物の一覧表が必要ではないかとの意見が寄せられましたので、マップを1500枚印刷しました。各催しで大いに活用して下さい。必要な方は申し出ていただければお渡しいたします。
田中実知世さん　21日　京都大学角教授のゼミで、学生の研究テーマ「河床問題について」、外部講師として問題提起をされました。
7月1日　親子自然観察会　（日）9時30分　セセラギホール集合　内容　木津川はどんな川スライド説明　　河床低下について説明

木津川堤は昆虫も草花も多様な生物が豊富に生育しています。ここを訪ね観察しましょう。雨天の場合はホールでお話します。
7月22日　第2回木津川ワークショップ　集合9時00分山城大橋下。城陽市「緑と歴史と文化を守る会」の代表福富城介先生に講演を聞き、10時30分京田辺市中央公民館で河床低下の問題点　木津川子ども部会の研究報告を聞き、意見交換を行います。
7月26日（日）恒例の木津川で遊ぼう 魚とり　参加者募集中　毎年多数の応募があり、多くの子どもたちに抽選漏れが発生し、楽しみより悲しみ残念という事態を発生させてきました。今年から地域性を持って募集することにしました。先着順で決めて行きますのでお早めに応募下さい。募集開始は7月に入ってから往復はがきで受付します。
東北の地方の子どもたちを受け入れ　放射能の危険から解放された地で、保養することで子どもの成長に効果があることが、チェルノブイリの事故の教訓から判明　8月初旬　元厚生年金センターに28人が宿泊　8月9日または10日・・里山の会に子どもたちの相手をしてほしいとの申し入れがありました。プランが決まりましたら受入れのご協力お願いします。場所は竜王野外センターでと考えています。



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

